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資 翠斗
有馬竹細工の盛衰（補遺）
? ? ?
洋
1. 関係絵図の「絵解き」
有馬竹細工は、明治になって起こったのではなく、文献による限り江戸初期に起源が求められる
であろうことは前稿で述べた。この絵解きの項目を立てるのは、江戸後期の挿図（絵図とも呼ぶ）
に描かれる描法を検討し、当時の竹細工の製品種類、製作方法、販売方法をできるだけ絵のなかか
ら汲み取り画工が持つ描写力を及ぶ限り読み取ることにした。ただ現在では当時の知識力をどれだ
け観察する能力をもっているかが問題になるであろう。
この前提条件として絵図が単なる「絵空事」ではなく、基本的に写実的な手法で表わしているか
ということである。このような場面に対する写実的な検証がないときは「絵解き」の観点は崩れる
ことになり、それにより画工の観察力には限界があることを了承されたい。ただ画風が、どのよう
にあるかとは、また別の問題である。
［図] 1. 『日本山海名物図会』の添書には「有馬竹細工」とあり、その説明を絵図に加えてい
る。ここでは通称名「有馬竹細工」を総称として使い、「有馬籠」をその一部としてみている。そ
のため本稿では題名を「有馬竹細工」としたのは、広義の竹細工を表し、有馬籠以外の竹細工をも
含んでいる。さてこの書の添書きによると、
摂州有馬、日本第一の温泉にて四時湯治の人おほく繁盛の地なり。此所の人竹細工に妙を得て
いろいろの竹籠をつくり出す。有馬籠とて名物なり。湯治の人買求めて家づととす。
O駿河の府中又竹籠の名物有。其細工よし。有馬細工にまけずおとらず。関東の人は有馬籠は
名もしらず。駿河籠を賞翫する也。
とあり、ここでは駿河竹細工を含めているが、この二つの竹細工が江戸期には全国的に知られた竹
細工であった＼
また同様な絵図のある『摂津名所図会」巻二有馬郡の「有馬名産」に、「籠細工には花生・菓子
筈• 煙草笥・食籠•茶漉」とあり、有馬籠のなかに多くの種類を含めているが、「籠」以外に多く
1)関月画『日本山海名物図会』巻之四 「撮津有馬ー有馬竹細工•駿河竹細工 宝暦四 (1754)年［『近
世歴史資料集成』第 II 期第 I 巻『近世産業史資料」 (1) 総論浅見恵•安田健訳編科学書院 1992 
年1月ほかに収む］
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の竹細工が製作されたことが明らかで 2)、有馬では多様な製作品が生み出されていた。
それでは描かれている竹籠を描法に従い絵解きをする。このことにより竹製品の内容、技法が幾
分なりとも明らかになるであろう。それはたとえ描法が拙くとも写実として実体を捉えているもの
とみるからである。
1)「屋内作業」では、職人助手は別室の簑敷きに「片膝立て」で座り、割竹の作業か、あるい
は竹のトゲを取っているのであろう。その前方には、まだ加工していない丸竹が置かれている。
2)「屋内作業」畳の部屋に座している職人は、「取っ手（提手）」の付いた球形の藍を製作して
いる。ほぼ完成した状態に描かれ、最終的に口縁部を縁留めの作業に取り掛かっている。藍の
内部は白となっているが、このように描かないと竹籠を表現できなかったらしい。この描写だ
けでは「編み方」は明らかではないが、通常の編み方（十字状）に描かずに鱗状の文様を描い
ているのは、他の部分とは編み方の違いを表わしているのであろう。
あぐら
この二人の作業姿勢は、江戸時代にとられる座法（胡坐）ではなく、「片膝立て」によってい
る。職人助手の描き方は左膝を立て、着物の裾をはだけて膝の上で作業をしているのか、膝を
治具に利用しているのかも知れない。それに対し座敷に座って作業する職人は描法が拙く右側
に出した足が体に不自然に取り付けた状態に描かれている。
胡坐が江戸期の作業姿勢ではなく「片膝立て」の姿勢が、江戸時代における実際の作業姿勢を
表しているのではなかったか叫
3)「床机」出床机には九個の竹籠が描かれていて製品見本を展示しているのであろうか。籠の
形態はさまざまで自由な形がみられ、見本を並べたのであろうか、平皿形・花瓶形・筒形・角
形・船形などが見え「編み方」でも変化をつけ、完成された高度の技術を持ち様々な形態を作
り出していたことがわかる。ただ有馬籠とする範疇からここでは抜け出してはいないのは、展
示見本を示しているのであろうか。そのうち二個には「提手」が付き、持ちやすいように製作
している。
4)「床机」竹細工の編み方は絵図からは明らかではないが、描き方からみると技法を区別し、
それぞれ籠により違う方法がとられていることを示している。千鳥形•横線形・縦線形・十字
形・鱗形などがみえるが、どのような「編み方」なのか断定することは難しい。ただ「斜め十
字状」の図柄であると「四つ目」「六つ目」の編み方とみることも可能であるが、その以外の
場合は明らかではない＼
2) 秋里籠鳥•竹原春朝斎画『摂津名勝図会」巻二有馬郡有馬名産寛政十 (1798) 年
［平野拓介編『浪速叢書』摂津名所図会刊行会 昭和 9年1月に収む］
3)角山幸洋「マヤ文化領域に於ける座位姿勢」『グアテマラの染織』関西大学出版部 平成16年11月
429,..,_,45ページ。この図では作業姿勢が「胡坐」によるが、一般的な作業姿勢であるのに対し「片膝立
て」によっている。この姿勢は前代（古代）からの姿勢で、江戸時代には正座に改めているのが多い
が、おそらく小笠原流作法の影響によるものとみられる。
4) [註J1)に同じ
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［図]1 . 『日本山海名物図会』巻之四 宝暦四年摂 ［図]2. 『摂津名勝図会』巻之二 寛政十年有馬郡「有
津有馬「有馬竹細工」挿図 馬名産」挿図
［図J2. 『摂津名勝図会』巻2の添書には、
竹器 湯山多巨木竹土割之以剥其竹内薄片皮而揉之竹柄杓（倭俗揉竹或木以造小圃器而以薄板
為底貫竹或木於圃器之半腹以是為柄或樹湯又汲水是謂之柄杓）又以牛膠貼竹片皮於木宮之外面
以為竹器一切筐筈無不製之
竹藍居人以竹細割之作藍籠策師之類其細密非他邦之所及也
と述べている。柄杓は、この当時まで檜であったが有馬で採れる竹を材料にし、湯、あるいは水を
汲むものとしている。この時期に成立した茶道は檜よりも、新しく作り出された竹柄杓を使用する
ことにしたが、この竹柄杓が他の処でつくられるものより、細密さにおいて優れていたので、採用
することになったのであろう。ただ神前の手水では古くからの伝統を残し、竹柄杓を使用すること
に代えた例は見当らないようである。
にかわ
また「以牛膠貼竹片皮於木筈之外面」とあるのは、箱の外側に竹片を牛膠で貼り付けた技法から
みると、同じ繊維をつかい麦藁を素材とする「麦藁細工」、あるいは木片を素材とする「寄木（箱
根）細工」に類似する技法であった 5)0
大きさからは人物の周りに描かれている竹細工からみて小形の取り扱いしやすい大きさを示して
いる。具体的に絵図に描かれているものを、逐ー観察することにする。
1)「店先」に出床机を置いているが、一人の客が腰を下ろし、煙草に火を付けている。その背
後には九個の竹籠が見本の如く置かれているが、そのうち四個は角形の「提籠（藍ヵ）」でい
ずれも角形の「提手」が付いている。この形式が有馬籠の特徴を示すものかも知れない 6)。籠
キョウ キョ
の形は多様で角形（筐ヵ）、筒形（競ヵ）、籠形、壺形（箇ヵ）、角錐形、球形のものがあり、
また蓋付のやや壺形を模したものが見られる：：
2)「画面左端」の旅人は風呂敷を背負った旅人とみられ、遠くから来訪した人物らしいが、手
5) [註J2)に同じ
6)籠と藍との区別は「提手」の有無にあったこ「和漢三才図会』巻31に「藍」は「有係為藍」とある。
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に持っている竹籠の形から判断すると小形のもので二個の籠を提げており、人物の大きさに比
し籠の大きさはいずれも小形で、形はあたかも「茶瓶形」とでもいえる形につくられている。
3)「軒先」に提げている籠は「鯛籠」らしく、その下には「口輪籍（竹一重切花入）」を提げる
が、形は太い竹を横に切り挿口とし節を残した比較的太い竹であろう。また提げられている
「舟形」は、花生けに使用する舟形の籠で、また「丸輪」は知恵の輪であろうか。ただ「節竹」
を双方から下げているものは、何をあらわしているものか判断がつかない。
4)「画面中央上の床机」に半分、床机を覗かせ三個の竹籠には角形、円形、平形の籠を描いて
いるが、画面中央の出床机と同じ形式の籠である。
5)「店棚」各種の有馬籠（平皿形・提角形・丸形など）を斜方した陳列棚に、またその奥にも
半分ほどが隠れているが並べられている。そのなかに「竹製匙」が箱に入れられた三箱がみえ
るが、いずれも形態が違っている。それを右手の女性が手にとり、隣の女性と語り合っている
状態が描かれている。
また番頭（らしき人物）は算盤に右手をかけ、左手に茶瓶形の竹籠を持ち男女の客に見せて、
販売の駆け引きをしている状況を描いている。
6)「格子内」にも六個の竹籠が見え隠れしているが、形態は断定することは難しい。
7)「画面右下」温泉の湯を汲む女性が持つ「柄杓」は、竹製ではなく大型の檜製であるらしい。
竹製では多量のお湯を汲むためには、太い竹を利用せねばならないが重くて取り扱いが不便
で、ここでは大型の檜製の柄杓をあてているのは、穿った見方であろうか7)0
2. 国内向生産状況
農家の必需品である竹細工（箕、筑、籠）は自家生産する段階から、余裕があると余剰物を製作
し必要に応じて専業者として独立することになる。それには生産に専念できるだけの資力、技術
力、販売経験が必要で、周辺地域の需要を見込まねばならない。生産者は狭い農業共同体での需要
に答えるために村ごとに専門業者が存在した。これらの生産者により賄い切れなくなると、外部か
らの移動販売業者による「振売り」で供給されることになる。発展にともない生み出される余剰物
資は、販売に応じられる品質でないと市場から排除されることになる。
その製品を市場へ出すためには常店ではなく、臨時的な年中行事の機会を通じて人の集合する場
所に出された。寺社の年次祭には「門前市」、あるいは農閑期の「農業市（臨時市）」、伊勢参りな
どの街道筋に設けられた郷土への「お土産」、この有馬湿泉の場合では湯治客の「お土産」などに
提供された。
有馬の場合は、常店として営業が成り立つのは、絶え間のない湯治客にために製作が続けられて
きた。需要が人の集散に伴う「有馬竹細工」の生産を促進する要件となったのである。このような
7) 秋里籠鳥著•竹原春朝斎図画『摂津名勝図会』巻二有馬郡寛政10 (1798)年
［『日本図会全集』第3期第2巻 日本大成刊行会 1929年に収む］
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事情が数少ない竹細工を取り扱う生産地として全国的に知れ渡ることになる。『府県物産志』によ
ると江戸期には駿河竹細工と並んで世間に知れ渡ってはいたが、有馬竹細工は、駿河竹細工が東に
存在するため東日本に輸送（東廻り航路）されるので、反対の輸送航路（西廻り航路）をとり北海
道へは北前船により輸送されていたので、両者は比較対象するために選択された代表的な竹細工で
あったとみられる八
ここで取り扱った資料は、主に輸出関連の資料によるもので、国内生産を記述している場合でも
輸出を目的にする生産であるので、内地向を主とする生産内容については除外されている。また自
家生産による場合では、普通は掲載されないのが一般的で、竹細工では省略されることがあるの
で、地域によっては、数量不足になる部分を付加しなければならない。そのためどのような特徴を
地域的に持っていたかは、この資料では分からないが、暫定的に竹細工の種類を真竹と、簾証竹．
しのたけ
篠竹など植生の都合から地域的に利用範囲が限定された。ただ全般的な生活の面では、西日本では
素材に真竹（苦竹）をつかったが、地域により東北地方は樹皮（またたび、さわぐるみ、いたや
楓、ぶどう皮）に置き換えた。また国内向と国外向の種類は、国外向（輸出向）を「貿易籠」と呼
び区別していた凡
各地域の名称がまちまちで、どれが正式な用語であるのか判断が付きかねたので、ここでは暫定
的な名称であることを了承されたい。それに内地向に生産されたものが、輸出向に転用され、その
まま輸出向の名称をつかうこともある。そのために現在使用されている民俗資料から、遡源するこ
とで満足しなければならないが、できる限り明治期に使用しているものを選択すると、つぎのよう
な竹細工が生産され使用されたであろう 10)0 
ただここで竹製品の種類のみを採録したが、素材が藁→竹、檜→竹、樹皮→竹と転換する過程
が、明治以前に行われたものとみている。ただ地域的により格差があり、東日本へ進展するほど、
時間的なずれをみることができる。ただ化学製品への転換は第二次大戦後のことであり、別の次元
から捉えられる叫
ざる じレう-
農業用具農耕籠〔箕、米揚げ筑、籠（漏斗）、苗籠〕、荷持籠、草引籠、ジョレン、草引籠、
8)角山幸洋編『府県物産志』巻七（国立公文書館・内閣文庫蔵） 関西大学出版部 平成 9年 3月 769 
~774ページ。
諸県職工江直注文之分「有馬竹細工•駿河竹細工―
9)吉田昌子「大阪府下における竹籠作り一枚方山之上の事例一」『近畿民具』 7 近畿民具学会 1983 
年10月 9ペー ジ。
10) この伝統的な竹製品が輸出されたとき、南米の在外移住日本人が愛用したが、それが輸出拡大に繋が
り波及効果を現地人に及ぼし、その対象になったのは竹製品（織物、紐、絹糸が加わる）の「日覆用
簾」であった。ただ現在の簾では素材は―葦（よし）」によるが、竹のほうが良質ではあるが「ヒゴ」
竹のように細く加工せねばならず、その作業工程が加わることになる。
11) 日本常民文化研究所編『日本の民具」角1書店 昭和33年1月
たとえば、箕の材質では檜→竹は弥生から古墳時代に、養蚕では蚕座は藁→竹への転換が江戸中期か
ら後期にかけて東日本にみられる。
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蔓切籠、籾トウシ
むち
運搬用具 背負籠（カチゴ、ショイカゴ）、鞭、キキリ籠、目籠、腰提籠（ハケゴ）、バイスケ
（土砂運搬用）テッツケ
製茶用具茶摘籠、茶運籠、蒸籠
あゆかつお うけ びくいけす
漁猟用具魚（肴、鮎、鰹）籠、鯛籠、笙（モンドリ）、魚籠、生簑、塩籠、釣竿
養蚕用具蚕座、蚕棚、蚕繭具〔蚕（クレ）籠、桑（摘）籠（釈）、桑フルイ、繭籠（繭玉入）、
蒸籠〕
おさ しんし
紡織用具 コギバシ、蒸桶、糸車、筑、機織部品〔伸子（シンハリ）、挟み竹、綾竹、踏み竹、
禎箪（竹皮をともなう）、履屑、返シ竹〕、櫛（経糸捌き）
すのこ
生活用具買物籠、提藍、竹火縄（灯火用、銃器用）、花生、竹箸、櫛、簑、竹（皮）笠（バッ
チョ笠）、竹皮草履、筆（人形筆、割筆）、団扇• 扇（骨）、藷晉、暴菟、竹梢衿、
たけぼうき しない
竹根杖、竹箱、畳叩き、楽器（笛・笙・ヒチリキ・尺八など）、物指、竹刀、弓身、
けっかい さかき
竹胴、七夕、結界、榊立
みだれか.. いいかご じきろ>
生活収納 着物籠、乱籠、紙屑籠、買物籠、手提鞄、椀籠（茶碗籠）、飯籠（オヒッ、食籠）、
すみとり こうり
豆腐籠、菓子（入）籠（盆）、弁当籠、煙草入、炭取（炭斗）、行李（文庫）、
生産用具箪藩層、洗籠、醤油籠、味噌籠、籠（樽に付属）、小舞（塗壁用）、悛蘊（電燈用）、
柄竹（篇贔闇、竹箕（陶土運搬用）、ミザラ（竹簑＝製塩用）、提灯骨
テープル ついt・て
室内用具卓子（机）、椅子、手拭掛、衝立、書棚
屋外用具簾（日覆用）、垣根
ここでは、竹細工の用途を分類することにしたので、二項目に渉り重複するもの、用語だけでは判
断を欠くものをも加え、地方名はなるべく省略したが、単独名称だけでは理解できないため、括弧
内に説明する地方名、別称を加えた。また特定の使用地名称（方言）をなるべく省略し、一般的な
用語で理解できるよう表現することにした12)。
3. 有馬竹細工生産・輸出変遷表
［表J1 . は本文で引用した資料から抽出した事項を時系列に並べ、視覚的に竹細工の生産、仕
向地情報の経過が理解できるように作表した。詳細については個々の資料を実見され、この表が構
成された経緯を参照されたい。
12)東北地方での竹細工は、根曲竹、篠竹を使うが、他に樹皮を使い、竹製品を補完する民具を使用する
ことで、竹素材の不足を補っているが、この論文については、
名久井文明「東日本における樹皮製民具の製作技術とその確立期について」『山と民具』日本民具学
会編雄山閣出版 1988年
ほかに、多くの論文が提示されている。
なお一部の名称は、前項の「絵解き」を含め、『竹の工芸』（東京国立近代美術館・エ芸館 1985年）
による箇所がある。
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概括的にいえば有馬の竹細工の生産は、神戸に置かれた開港場（兵庫）に恵まれた有利な立地条
件にあり、明治14(1881)年ごろからは輸出産業として成立し、この時期を出発点とし生産は増加
の一途をたどることになる。それまで有馬籠は単なる有馬温泉の入湯客への「土産品」にすぎな
かった。輸出としての発端は、竹細工がウイーン博覧会に日本から出品され、欧州へ輸出されたこ
ともあるが、それに加えて神戸で製造される釣竿の品質が、非常に優れていることから輸出拡大に
指向し、それと関連し竹細工の輸出が伸びることになるが、このときの輸出先は欧州ではなく、反
対方向の北アメリカであった。
ここで東南アジアから東アジアにかけ植生をもつ竹の生育が、欧州には知られておらず、日本の
ウイーン万国博覧会参加が、切つ掛けとなった。そのため東洋の文化は欧州と対面することにな
り、竹細工だけに止まることなく、美術工芸の面まで影響が及ぶことになる。最終的にはイギリス
には竹細工の工場が30ほど建設され、オーストラリアヘ輸出され日本製品と競合することになる。
そのため有馬の伝統的な籠を中心とした発展過程は、有馬を代表する竹細工の輸出による好条件
よりも、むしろ神戸市内に生産拠点が置かれ輸出振興が図られた。ただ有馬では古くは竹が生育し
ていたが、増大する輸出需要を賄うことができず、また農家の副業にしても、一時的に新規の輸出
技術には対応できず、需要に応じることはあっても輸出に適する竹細工は作り得なかった。神戸市
内は外国商館、売込商人の直接的指導を受けることができ、また有馬とは近接地にあり、「有馬籠」
が竹細工の唯一の名称として外国に知られていたため、この名称が広まった。そのため必然的に生
産地が有馬とは限定されず、距離的時間的に相違が生じてくるのである。
輸出となると情勢は違い相手側（消費地）の情報を採ることができないときは、居留地貿易に
よって限られていたので外国商館の手によって左右され、どれだけの数量・品質・意匠でよいの
か、仕向地情報は領事報告によるほかなく、生産への意向が明らかでないため、製作への指示は外
国商館の手に委ねられた。これらは直貿易の開始される明治30(1897)年ごろから一部は解消に向
かうが、それでも消費地の消費傾向は測り知ることはなかった。そのことは経費の都合で海外に支
店をもうけることで解消するが、派遣するにしても外国語に堪能でなければならないなどの障害が
あった。
明治中期は日本銀行の設立で通貨は安定し、産業革命の勃輿期に入り経済は上層期を迎えること
になる。輸出産業は活発化をむかえることになるが、竹細工でも伝統産業の域から抜け出して輸出
産業として活発化することになる。法律制定からすると、商法は株式会社の成立を認め、会社制度
により工場組織が成立することになり、規模では80名程度の労働者（職エ）を雇用する竹細工のエ
場がつぎからつぎへと設立することになる：：その設贋を促進したのは、交通機関の発達で、従来は
河川交通によったが、鉄道の敷設により、内陸部まで達することになる。その切掛けは、太平洋岸
（尼崎）と日本海岸（舞鶴）を結ぶ日本を縦断する鉄道の建設であったが、東海道線を縦断するこ
とで、なかなか認可が下りなかった。ようやく明治23(1890)年に伊丹の酒造業者が酒樽の輸送を
することを目的とし設置を申請している。
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最初は馬車鉄道によったが、貨物が充分に負担能力にたえず、蒸気機関車による鉄道へ切り替え
て転換することした。その結果、沿線には続々と竹細工工場が設立され、尼崎まで鉄道で輸送をし
たが、輸出貨物は海上輸送により神戸港に達し外国商館に手渡される経路が確保されることにな
る。伊丹酒造の資本家は製品の酒樽輸送のため、この鉄道を建設したが、その一方では竹器製造
（竹細工を総括した用語）の工場建設に乗り出した。つまりインフラの整備が沿線に工場を建設す
ることを促進したが、有馬竹細工はその出身地である「有馬」の地から離れた土地に工場が設置さ
れることになる。工場は当時の規模からすると80名程度 (220名とあるのはマッチ製造をともなう）
の工場であったが、竹細工が家内工業の規模であったとすると、当時の状況ではこれらの工場は大
規模であったといえる。そして「有馬」という言葉は原産地名が拡大したが、当時ではブランド名
となっていたことから修正は難しいのでその儘使用したとみてよい。
なお明治30年代前半のころには中国へ輸出を試みているが、中国ではこれを模倣して輸出向けに
製作することで日本と競合することになる。これらの地方は福健省の茶箱に使用する「茶箱蔑套」
を製作していた慶門地方で輸出の実績をもち、わが国からの竹細工と仕向地で競合をみせてきたの
で、外務省通商局は、中国（清国）国内の竹細工生産事情を調査している。その結果からは、中国
では生活基盤には、竹製品を使用しており、輸出に転向することは容易なことであった。このこと
から急速に輸出量を増加させることになる13¥
海外情報は主として『領事報告』、および関係官庁文書によるものである。この当時では民間の
貿易業は、海外へ出かけることは殆どなく、海外貿易情報は商業会議所が業者の意向を農商務省商
工局へ連絡し、さらに外務省通商局へ移牒し、外務省は駐在する各領事へ調査を依頼することにな
る。農商務省通商局は調査依頼をうけ、海外とは直接管轄ではないので外務省通商局へさらに依頼
することになる。このような廻りくどい方法は商務官制度を発足させ、直接農商務省が海外へ派遣
することで解消されることになるが、民間業者にとっては消費者情報が、直接に得られないこと
で、生産に反映することがむずかしかったがこれ以外にはとるべき方法はなかったのである。
ただ報告者（主として消費地へ派遣された領事であるが、海外実業練習生との共同調査の場合も
ある）の裁量により、調査報告の密度には時間的・地域的差異が生じることがある。そのため内容
に報告者の主観が入ることになり、本国より依頼する場合は調査項目を指定することもあるが、仕
向地での報告者の調査において、調査項目の設定、調査の精粗、報告書の内容など、その時期の全
体的消費性向を考慮にいれ、経済状況から判断されるべきで、このような経済事情を踏まえた上で
の報告ということを考慮に入れ行間を読み取られるべきである14)。
13)『通商彙纂』第36号農商務省商工局明治36年6月
◎慶門地方竹器状況
14)「領事報告』は、明治期にはつぎのように名称が変更され、 3種のものが発行されている。
『通商遺編』は明治14年から明治19年まで外務省通商局から発行される。
「通商彙報』は明治23年から明治25年まで『官報』に記載され、内閣官報局から発行された。／
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とくにメキシコの調査が多量にあり、詳細を極めているのは、領事書記生藤田敏郎という人物に
注目しなければならない。彼は東京高等商業学校（現一橋大学）を卒業し民間会社に勤めていた
が、校長の推薦によりハワイ移民の本国への送金を担当する領事館職員を求めていたので担当者と
してハワイヘ派遣されることになる。このとき外務大臣榎本武揚は、メキシコ移民に関心を寄せて
いたが、その事業に賛同し榎本と連絡をとり合ったことから、サンフランシスコに配置換えされ、
メキシコ移民を実行に移すため、メキシコに領事館を開設する必要にせまわれ、領事書記生として
派遣されることになる。そのため彼の持っていた経済上の基礎知識から、盛んにメキシコの経済事
情を調査し、あるいはメキシコ太平洋岸移民適地調査の結果を外務省に送ってきている 15)0 
領事の調査行動からは、商品の基礎知識が商品全般にわたっていることはないため、仕向地に自
国品が送られてくるのを、領事館、および別に設けられた商品陳列所で善し悪しを観察することは
不可能で、商品には、それぞれ特徴があった。現地での商品に関心のある消費者、あるいは日本商
品の販売業者から聞き取り調査し、『報告書（通商彙纂、商工彙報、臨時報告）』に取りまとめて本
国へ報告することになるが、到底、商品全般にわたって批評をすることはできなかった。このとき
本国からの調査要請に答えるためには、それだけの商品知識を必要としたのであった。のちには海
外実業練習生が、この領事と協力して聞取り調査をすることになる。つまり練習生の観察と対象と
なる「製品」への関心の度合い、領事の観察力、製品に対する関心度、他国の製品との比較などが
報告に反映することになる。本国政府（外務省通商局）からの調査要請を受け、依頼された調査項
目にしたがって調査することになるが、調査するに際しての共同調査者（たとえば海外実業練習
生）の専門的知識（すべての報告者が担当部門の専門とは限らない）などが報告書に現れてくるの
である。そのため仕向地における政治経済事情、消費者性向、調査時の購買力などが、その国の経
済情勢を判断するに際して違ってくるのである。そのため報告には、その時点で観察したときの経
済事情の地域的差異が、行間に現れている。その情報が本国でどのように利用されたか、報告を国
＼ 『通商遺纂』は明治26年から大正2年まで発行され、最終的には毎月 6回となり、外務省通商局から
発行された。
これに対して、農商務省では、遅ればせながら「臨時報告」「商工彙報』などが、発行されている。
15)藤田敏郎のメキシコにおける領事における経歴（内閣官房局『職員録』各年度による）は、つぎのと
おりである。
明治20年布畦国ホノルル領事館・領事館書記生｛三等ーニ号年俸）
明治21年布畦国ホノルル領事館・領事館書記生（三等三級年俸）
明治22年米国桑港領事館・領事館書記生（二等二級年俸）
明治23年米国桑港領事館・領事館書記生（二等二級年俸）
明治25年墨西班国メキシコ府領事館・領事代理書記生（二等）
明治26年墨西班国メキシコ府領事館・領事代理領事館書記生（二等）
明治27年墨西班国墨西斑総領事館・総領事館書記生（二等）
明治27年墨西班国墨西班総領事館・総領事館書記生＼二等）帰朝中
明治28年新嘉披領事館（兼轄ペナン・マラッカ）・ニ等領事（六等三級）
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内の輸出生産者が受けとったとき、どのように生産を調整するかの判断は、製造業者の主体性にか
かわるのである。
したがって『報告書』で繰り返し危機感を述べているのは、同一地域であっても報告者が代わる
と、その内容も違うものになるわけで、その時点での情勢判断ということになり、必ずしも時の情
勢を的確に判断しているということはない。しかし個別産業消費地で現物を目の当たりにした報告
は、これ以外にはなかったわけで、時間的に通信制度（中南米では、東廻りのロシアを経て送信さ
れた）の不備もあったが、入手できる唯一の報告であり、これに頼らざるを得なかった。したがっ
て報告書に表現された事項に「上記以前の調査報告」としているのは、報告年度より以前の事情を
示しているのであり、時間的ずれが生じているのはやむを得ないことであった。
［表]1. 明治期有馬竹細工生産・輸出変遷表
邦暦・西暦
生産・輸出 関係事項 出典・社会
（含現地生産） （会社・場所・輸出・仕向地情報） （競合• 取扱・販売・博覧会）
天正年間 創業開始という（一説） 有馬郡湯山町臼屋孫九郎が創製したと
(1573-1591) いう『輸出重要品要覧』による
寛文4年 (1663)竹柄杓• 藍・籠• 篠・飾 『有馬地誌』士産門
元禄14年 (1701)竹細工・籠細工・ 杓 『摂陽郡談』名物土産の部
宝暦4年 (1754)有馬籠•有馬細工 『日本山海名物図会』有馬郡
慶応3年 (1867) パリー万国博覧会開催 幕府・佐賀藩•鹿児島藩
明治 6年 (1873)竹細工・有馬（人形）筆 ウイーン万国博覧会開催 5月1日-11月2日まで開催、兵庫県
から竹細工を出品、日本への関心が高
まる「有功賞牌」有馬・閑居清右衛門
明治 7年 (1874) 英国経常博覧会（ロンドン）、別名「英 4月6日-10月31日まで開催、日本の
国ロンドン万国博覧会」 ウイーン出品物を引き続き英国へ持ち
込む
明治9年 (1876) フイラデルフイア万国博覧会開催 有馬・閑居清右衛門、竹藍細工出品
明治10年 (1877) 第 1回内国勧業博覧会開催 東京・上野公園 (8月21日-11月30日）
明治13年 (1880)竹材一切（竹細工） 長大社（長田大介） 工場組織による（職エ160名）
明治14年 (1881)香水棚（壁掛用小棚） 第2回内国勧業博覧会開催 花紋賞竹藍提厘故紙籠 閑居清右衛門
神戸に於ける竹細工の輸出濫獨といわれ 中井政七は輸出向竹器見本を作る（『輸
る 出重要品要覧』による）
明治20年 (1887)白釣竿焼竹根掘（竹簾、仕 淡路製竹（株） 最初は、釣竿を製作する、のち竹細工
上竹） へ拡大生産
明治21年 (1888)竹簾 大前竹簾製造所 職エ22名
明治22年 (1889)竹器（燐寸）製作輸出業 尼崎竹器製造株式会社 職エ220名
明治23年 (1890) 第3回内国勧業博覧会 東京・上野公園 (4月1日-7月31日）
明治23年 (1890)竹材販売 西宮共同竹材会社 竹材を取扱う販売会社
明治24年 (1891) 日本鉄道株式会社開業（東京～青森間） 開通による輸送量の増加
明治24年 (1891) 川辺馬車鉄道 開通による輸送量の増加、満足すべき
結果が得られず、鉄道に切り換える
明治25年 (1892) 摂津鉄道、川辺馬車鉄道を買収し清酒運 鉄道沿線に竹細工の工場が出現、貨車
送とともに竹製品を輸送する 輸送（伊丹駅より尼崎駅まで長持入20
銭）
明治25年 (1892)竹器製造 森下竹器株式会社 （会社法）職工85名
明治25年 (1892)同 同尼崎分社 （会社法）職エ150名
明治25年 (1892)竹器製造 有限責任尼崎竹器株式会社 （会社法）職エ25名
明治26年 (1893)竹器製造 吉岡竹器株式会社 （会社法）職エ25名
明治28年 (1895) 第4回内国勧業博覧会 京都• 岡崎公園 (4月1日-7月31日）
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明治29年 (1893)［有馬竹器］（家具類・文房 破折しやすく脆弱で需用は減退する傾向 『輸出重要品要覧』による
（上記以前の報 具類・携帯器物類） にあり、支那（中国）産へ転向する
告） 炉屏• 架棚．椅子・テーブ 外国向けの意匠を考案すべきでドイツ・
ル・花台類・屏風・茶棚． スイス・ベルギーの製品が現われ日本製
写真挿 品と競合外国為替相場の変動で価格平均
2割を減少し、廃業するもの績出
明治29年 (1893) 日清戦争の戦勝による注文増加 日清戦争（明治27年～明治28年）
外国貿易拡張のため30万円を出し 6項目 『農商務省報告』による
実施
明治30年 (1897)竹材一切 神戸竹材（株） 販売会社、輸出好評で竹材を取り扱う
明治30年 (1897) 阪鶴鉄道が、摂津鉄道と合併 2月
明治30年 (1897) 『重要輸出品同業組合法』施行 4月
明治30年 (1897) ディングレー法公布（アメリカ保護関税 7月、この法律で輸出品は打撃をうけ
法） る
明治31年 (1898) 宝塚～有馬口間、神崎～塚口間開業 6月、有馬口から有馬へ連絡、荷物の
搬出に利用、沿線の工場の入出荷に便
明治32年 (1899) 「神戸竹材同業組合」が組織される（人 『重要輸出品同業組合法』明治30年
員24名）、「竹器」の同業組合については 『重要物産同業組合法』明治33年
不明
明治33年 (1900)竹簾 （仕向地情報） 『輸出重要品要覧』による
上半期 竹簾の売行きは好調で、竹材不足の懸念
あるくらい、両 3年来、稀を見る位の盛
況、粗製乱造の弊に陥るウイーンヘの製
品が幾分あるは博覧会効果か、このころ
より需要に対し、供給が輸送のため遅れ
満足せずに不振となる
明治34年 (1901)主要日本製品仕向地は以下 （仕向地情報） 『輸出重要品要覧』による
（上記以前の調査 ［中国］卓子・椅子・花台・ 秋口から注文もなく僅かに、濠州向けの 競合品はドイツ製で廉価にして丈夫な
報告） 手提籠•入子物・蓋物 小屏風のみ、景気とみに消沈。 ため日本製は圧倒される。また柳・蒲
［比律賓］机・籠•竹簾 原料は倍々下落し価格もこれに伴い値崩 製のものとの競合もあり竹製品は苦戦
［盤谷］手提鞄・椅子・卓 れ外商よりの注文が途絶える。独逸製竹 現地生産が割安の傾向、日系移民を使
子・写真掛 細工と競合ウイーン・パリでは見本帖販 い竹製品を製作する
［濠州］竹行李・椅子・机． 売（いわゆる見本販売）が流行する
隅棚．簾（玉簾）・掛額・花 メキシコでは横浜・椎野商店による売り
筵•手提鞄 込み、仕向地にて竹材で製作する傾向が
［露西亜］戸棚•玩具 強い。
［北米合衆国］椅子・卓子・ ペルーでは橘谷精熊が日系移民を使い
違棚•長椅子 竹製品製作
［墨其西班］絹張衝立・洗面
台・椅子・額縁・椅子・鏡
台・棚・ 置物台・ 寝台
［秘露］簾・籠・椅子・卓子
明治35年 (1902) 別府町立工業徒弟学校設立（実業学校令 有馬から、竹藍科実習担当教師として
による） 招聘される。現在、大分県立大分高等
学校
明治36年 (1903) 第5回内国勧業博覧会！輸出振興を目的） 大阪・天王寺公園 (3月 1日-7月31
日）
明治41年 (1908)籠．簾・菓子入• 手袋入・ （仕向地情報 『各府県輸出重要品調査報告jによる
（上記以前の調査 手巾入・行李・鞄．椅子・ 近年輸出品中往々粗悪品を混用せるもの
報告） 卓子・棚• 其他 あり、信用を失う、又米国では竹材を輸
入し在米邦人をして、竹製品を製作する。
そのため竹材を輸入する傾向あり
明治43年 (1910)竹行李・籠・杖• 簾•其他 （仕向地情報 『重要輸出品要覧』による
（上記以前の調査 輸出は不況に終わり、前年に比し、輸出
報告） の減少を見る、米国財界の不振は頗る影
響を受け、輸出地市場在荷物は停滞し、
一時は注文が途切れたことも重なる原因
［註J1. 掲載資料は、本文、及び「表」に掲載された資料を使用している。
2. 竹細工の名称には「有馬（湯山）籠」「有馬籠細工――有馬竹製品」「有馬竹」「有馬竹器」「竹籠」などある
が、原資料名をそのまま掲載することにしたc
3. 横浜・椎野正兵衛商店は絹製品を製作する輸出商、販売拡張のためメキシコに絹とともに竹製品を送る。
経歴は田中芳男•平山成信『澳国博覧会参同記要」 森山春薙 明治30年）によられたい。
4. 掲載した「表」は、作成者の意図から作成された暫定的な表で追加される予定がある。
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4. 対比地域の竹細工
竹細工は万遍となく分布しているのではなく、竹がもつ本来の植生に応じ地域的に生産地が日本
各地に存在している。竹製品である「籠• 箕・筑」などは、農家の必需品として、農家では副業と
して必要品を製作し国内であれば市に出し、各地に見られる農閑期に見られる「農業市」に「竹
籠• 箕・筑など」を入手してきたのであった。それらの農家は、これらの竹製品を市、あるいは農
業市で購入、あるいは「振り売り」による行商の手から、これらの竹製品は国外用としての工芸品
を主体とするのとは一線を劃されるべきで、これを一纏めにして論じることはできないのである。
勿論、その基礎となるのは農家用として用途をもつ竹細工であったのは、いうまでもない。
これまでの調査から、江戸期から明治初期にかけての竹細工の生産地が明らかになったが、これ
を統計の開始する時点の『府県統計表』で数量（数量では比較できないので、金額で表現すること
にする）をもって明らかにすることにする。この表は府県では兵庫県・静岡県・大分県のみを比較
対照とし品目は「竹、加工品」に分割してあるが、各府県とも資料、数量に格差がみられる。
［表J2. は、有馬・駿河• 別府の 3地域における竹細工の生産を比較するために作表したが、
対象を明治初期にとり、近代になって新しく生産活動が開始されたものか、あるいは伝統的な品目
を継続中に生産しているものかを判定することにした。ただ予測されるこの数字は統計を初めて開
始した明治 6 (1873)年のもので、各府県のものを集計した最初の数字で、統計は不完全であり、
単位（個数の数量、品•本・束）は、全国的に統一が取られず、各府県がそれぞれ独自の方法がと
られているので集計することは難しいが、大体の傾向を推計することができる。それに農家の必需
品から離れて、地方色のある品目が生産され、他の地域とは異なるものを生産していることはわか
るが、どの品目を纏めているのかは明らかではない。有馬の場合では著名な「筆軸竹」を 5万本も
生産していて盛業であることは分かる。「籠と籠細工」とを分割して掲載しているのは、他の集計
表から若干推測はつくのではあるが、何を纏めているのかはこの表からは理解できない。
［表] 2. 有馬・駿河•別府竹細工の比較
県名 分 類 品 名 単 数 量 金 額
兵庫県 藤竹殴器類 椅子 脚 1,800脚 1,237円50銭
附草藁細工 竹細工箱 品 3,000品 300円
籠細工 品 35,000品 7,000円
籠 品 139,420品 1,031円70銭 8厘
筆軸竹 本 56,000本 302円40銭
藁香 貫 14,400貫 102円
箕 数 14,400数 331円
蓑 枚 1,500枚 30円
竹木類 竹（大小） 束 8,728束 1,355円
附植物及皮葉 篠竹 束 2,653束 319円15銭 6厘
静岡県 藤竹殴器類 漆器荷籠 箇 68箇 5円78銭
附草藁細工 竹帽子 蓋 7,787蓋 759円76銭 5厘
茶摘籠 箇 663箇 34円46銭 4厘
提籠 箇 9,119箇 186円40銭 5厘
茶師 箇 50箇 31円25銭
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静岡県 茶餓 箇 60箇 7円50銭
飯櫃籠蓋 枚 750箇 37円50銭
飾 箇 1,370箇 76円50銭
箕 枚 15,718枚 821円37銭 5厘
筑 箇 15,967箇 343円87銭 5厘
籠 箇 1,754箇 95円49銭 5厘
負籠 箇 91箇 21円38銭 4厘
荷籠 箇 500箇 30円37銭 5厘
草刈籠 箇 850箇 53円80銭
団扇骨 本 130,000本 12円
傘骨 本 4,000本 331円24銭 6厘
竹箸 膳 1,200,000膳 125円
竹柄杓 本 15,800本 48円20銭
竹皮簾上 枚 18枚 9円
中 枚 118枚 42円
下 枚 20枚 20円
竹木類 竹大締縄3尺 本 168,835本 1,182円99銭
附植物及皮葉 竹小締縄3尺 束 28,575束 2,272円49銭 7厘
篠竹締縄3尺 束 3,863束 310円89銭 6厘
大分県 藤竹殴器類 師 数 2,000数 40円
附草藁細工 箕 枚 225枚 42円85銭
傘骨 本 200本 5円
段簑 枚 300枚 9円
藍 数 2,475数 922円
簾 枚 5,000枚 500円
簑 枚 30,000枚 450円
彫 貫 30貫 5円25銭
摘笠 枚 50,000枚 1,068円92銭
編笠 枚 2,350枚 58円75銭
茅簑 枚 4,435枚 446円50銭
茅苫 枚 14,774枚 1,181円97銭
臥 数 18,000枚 655円
竹木類 記載なし I 
附植物及皮葉
！ 
［註］勧業寮編『明治六年府県統計表』大蔵省勧業寮 明治6 (1873)年 (II)
［「明治前期産業発達史資料』別冊 (7) 明治文献 昭和40年3月に収む］
なお大分（主として別府）を含めて作表しているのは、大分県の現在の発達が、明治期に起こっ
たかを立証することにあるが、しかしこの表ではそのことを立証することはできない。それは府県
での統計が完備されておらず、統計数値の取り方が、旧藩の体制のまま物の単位が各府県では異
なっているので全国的に集計することができなかったここれが解消されるのは単位の統一が法律で
規定され、各府県統計が全国的に統一がなされるのは明治 8 (1875)年の『府県統計表』、あるい
は参謀本部が作成する『共武政表（徴発物件一覧表）」ではなかったか16)。
大分県では原料竹を移出することが現実に行われているにかかわらず「竹木類」には記載がみら
れない。この欄で記載されているのは、在地で需要のあった竹製品ではなかったか。あるいは官庁
での統計趣旨を理解してせず、農家全般の生産量を類推したのではなかろうか。明治期の生産事情
からは竹細工の生産は非常に少なく数値はあげられてはいない。あるいは商品としての生産が、依
16) 一橋大学経済研究所附属日本経済統計情報センター編「明治徴発物件表集計』第 3~3 巻（第二回共
武政表） 明治11年 （株）クレス出版 1990年6月
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然として製品を作りだすことができなかったのか、あるいは統計にまで数値を読みとることができ
なったのではないか。
静岡県（駿河） この［表]3. では明治 5 (1872)年の明細を掲げるが、代表的な項目では高級
品に挙げられるものに箪笥、虫籠、組上棚などがあり、万国博覧会の趣旨からして、庶民階層のも
のではなく、廃藩後、没落した武士階層の手によって出品されたのではないか。この竹細工の特徴
は非常に細かい竹ヒゴ（千筋、万筋という）で細工物を作り出すことで、単なる日用品ではなく、
工芸品として非常に優れたものを生み出している。「出品目録（第8区）木竹製品 駿河竹細工」
では、とくに最初に掲げている憂附箪笥は 8点も出品されており、価格は最高42円（元値）もする
高価なもので、装飾には鍍金• 真鍮の金物が付属した非常にきらびやかな小箪笥であった。このよ
うな箪笥は庶民間では到底購入することはできないものであり、駿府ならではの感があるが、これ
以外に知るよしもない。このような伝統ある品物は、すぐ製作したのち博覧会に出品できるわけが
なく、長い伝統的製作技術が基礎にあり、維新後、その成果を問うために出品されたのであった。
ただこの技術は昭和15(1940)年の静岡大火と昭和の大空襲で焼失し技術が絶えたのかも知れない17)。
これにつぐものとして虫籠は武家の手内職にはじまったが、大名の手慰み、あるいは趣味的な作
品で、売価（元値）が41円もするこれも高価なもので、到底、庶民の物ではなく別の作業集団の作
品であろう。代表的な「大虫籠」には「大家の形蛋」が付属し大家が使用するものであった。その
ことは「虫籠」「上等虫籠」と比較しても特別に製作されたものといる。それ故、ここでは大名に
よる御抱えの製作者による作品で、それらは大名間の贈与物として製作され、明治以後、一般に技
法が公開されたのではないか18)。ただ現在の製作集団が、これらの技術を受け継いでいるかは別の
問題である。
ところが『日本地誌略物産弁』［明治8 (1875)年］には、
O竹器 同所ノ名産ナリ、竹ヲ以テ製セシ酒具・茶具•笠類ニテ、種々ノ細エアリ、頗ル精巧二
シテ、是レ亦駿河ノ竹細エト世二賞セラル、
O竹 有渡郡ヨリ出ヅ、真竹・孟宗• 紫竹等ノ種類アリ、此地ノ産、質実二且ツ軟カナリ、故ニ
諸細エニ用ヰルニ便トス、
とあり盛行の状況を示すが19)、［表] 3. のような竹細工は、この文献ではみることはなく、あく
までも別の製作集団による竹製品であることが分かる。
静岡竹細工は明治以後、各地の竹細工と並んで製作され、清水港から横浜へ海上輸送された。輸
出開始の時期は明らかではないが、横浜港からの輸出では、明治36(1903)年に著しく増加したの
17)静岡市では昭和15年1月15日に大火があり、焼失戸数5,106戸、関係町88ヶ町を焼失している。
18)「駿河竹千筋細工」は通産省伝統産業振興法により「静岡竹工芸協同組合」が指定をうけている。武
家の内職として開始。伝統工芸士9名、指定は昭和51年12月15日
19) 床井弘•斉藤時泰編『日本産物誌（日本地誌略物産弁）』生活の古典双書21 明治8年
［八坂書房昭和54年2月に復刻 31ペー ジ］
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［表]3. ウイーン万国博覧会出品目録（第8区）木竹製品 駿河竹細工
番号 品 名 質 裂 数 尺 産地 価格（元価・雑費・売価）
692 憂附箪笥 竹塗網代・両開キ鍍金金物 1本・高2尺5寸 静岡県 （元） 27円79銭3厘（売） 50フロ
693 憂附箪笥 竹塗網代・両開キ鍍金金物 1本・高2尺5寸 静岡県 （元） 26円96銭8厘（売） 140フロ
694 豪附箪笥 竹網代・両開キ茶真蛛金物 1本・高2尺5寸 静岡県 （元） 23円12銭9厘（売） 140フロ
695 憂附箪笥 竹•銀金物 1本 静岡県 （元） 42円22銭9厘（売） 150フロ
696 豪附箪笥 竹網代・鍍金金物 1本 静岡県 （元） 17円32銭5厘（売） 80フロ
697 憂附箪笥 竹網代・両開キ銀金物 2本・高 l尺3寸 静岡県 （元） 25円95銭8厘（売） 120フロ
698 箪笥 竹塗網代・両開キ鍍金金物 2本内 l売店・高1尺3寸 静岡県 （元） 7円68銭6厘（売） 50フロ
699 箪笥 竹塗網代・両開キ茶真鍮金物 2本内 l売店・高1尺3寸 静岡県 （元） 2円11銭8厘（売） 18フロ
700 上等丸机 竹塗網代 1本・径2尺 静岡県 （元） 4円37銭7厘（売） 20フロ
701 中等丸机 竹塗網代 1本・径2尺 静岡県 （冗） 4円24銭 （売） 19フロ
702 下等丸机 竹塗網代 1本・径 1尺8寸 静岡県 （元） 3円73銭5厘（売） 17フロ
703 中等丸机 竹塗網代 1本・ 2尺 静岡県 （元） 3円60銭 （売） 17フロ 1本10フロ
704 組上棚 竹塗網代・扇形5段 2本 静岡県 （元） 16円50銭（売） 74フロ
705 組上棚 竹塗網代・丸形5段 1本 静岡県 （元） 8円22銭7厘（売） 37フロ
706 針箱 竹塗網代・桝形西洋形 1本・ 1番形 静岡県 （元） 2円45銭6厘（売） 20フロ
707 針箱 竹塗網代•西洋形枡形 1本・ 2番形 静岡県 （元） 2円7銭2厘（売） 18フロ
708 針箱 竹塗網代・西洋形枡形 1本・ 3番形 静岡県 （元） 1円68銭7厘（売） 17フロ
709 針箱 竹塗網代・西洋形桝形 1本・ 3番形 静岡県 （元） 1円65銭（売） 16フロ
710 真書箱（レッセン） 竹網代 2本内 1売店・ 1番形 静岡県 （元） 3円50銭ツツ（売） 30フロ
711 真書箱（レッセン） 竹網代 2本・ 2番形 静岡県 （元） 2円96銭3厘（売）損シ直引20フロ
712 真書箱（レッセン） 竹網代 2本内 1売店・ 3番形 静岡県 （元） 2円39銭'/o(売） 20フロッツ
713 真書箱（レッセ；；） 竹網代 2本.4番形 静岡県 （元） 1円93銭5厘 （売） 1570ッツ 1
、')損137JJ
714 歌牌（カルタ）箱 竹網代・ 4ツ入子 2夕箱 静岡県 （元） 5円60銭（売） 25フロ
715 歌牌（カルタ）箱 竹網代・ 4ツ入子 2夕箱 静岡県 （元） 4円42銭8厘o/ (売） 25フロ
716 歌牌（カルタ）箱 竹網代・ 2フタ箱豪附 2組 静岡県 （元） 2円70銭ツツ（売） 12フッ
717 歌牌（カルタ）箱 竹網代・ 2フタ箱豪附 2組 1ツ売店 静岡県 （元） 2円22銭2厘ッツ（売） 127P 1 
組豪ハ進物 1組箱判 2 7P損シ
718 茶箱 竹網代・大形銀金物 2本・ 1本ハ進物 静岡県 （元） 4円29銭ツツ（売） 25フロ
719 文庫 竹網代・煤竹入枡組3ツ入子 1組・径2尺 静岡県 （元） 11円10銭（売）大 1"/23705070 
720 文庫 竹網代・白竹.3ツ入子 1組・ 径2尺 静岡県 （元） 10円81銭6厘（売） 55フロ
721 手袋箱 竹網代 3本・不残売店 静岡県 （元） 93銭5厘乃（売）47050半ツ1ツ370
722 鉄筆箱 竹網代・銀金物 5本 静岡県 （元） 1円20銭乃（売） 5フロ50ツツ
723 香箱 竹網代・団扇形 6箱.5ツ売店 静岡県 （元） 90銭ツツ（売） 4フロ
724 香箱 竹網代・扇形 6箱 静岡県 （元） 73銭7厘ッツ （売） 3 7P28ッツ
725 香箱 竹網代・撫角形 5箱・不残 静岡県 （元） 66銭2厘ッツ （売） 3 70ッツ
726 上等麺包入 竹網代 5枚.1枚 静岡県 （元） 54銭5厘（売）2枚ニテ 770 3 70 
727 中等麺包入 竹網代 5枚 静岡県 （元） 48銭（売） 2フロ半
728 下等麺包入売店 竹網代 5枚 静岡県 （元） 43銭1厘ッツ（売） 2フロッツ
729 巻姻草入 竹網代 5本・ 4 静岡県 （元） 43銭1厘ッツ（売） 2フロッツ
730 手札筒 5本・ 2 静岡県 （元） 30銭ツツ（売） 1フロ半ツツ
731 盆 竹網代・カラブチ 6ツ組 2夕組・ 1 静岡県 （元） 1円62銭5厘ッツ（売） 7フロ
732 提藍 竹網代 5本・ 2 静岡県 （元） 1円83銭3厘（売） 1ツ 27ロ
733 果篭 竹・漆塗 3ツ入子 2夕組.8寸7寸6寸 静岡県 （元） 64銭2厘ツツ（売） 3フロ
3フロ 4フロ
734 虫篭 竹・丸形 3ツ入子 l卜組 静岡県 （元） 27銭5厘（売） 1フロ50カラ
1フロ半
735 大虫篭 竹・大家ノ形憂附 lツ 静岡県 （元） 41円80銭（売） 180フロ
736 上等虫篭 竹• 菱形黒ヒゴ lツ 静岡県 （元） 3円85銭（売） 14フロ
863 茶飾 竹.5ツ入子 2昔i 静岡県 • • 一
864 茶飾 竹.2ツ入子 -! 静岡県 '" 
［註] 1)東京国立文化財研究所編『明治期万国博党会出品fl録」中央公論美術出版 平成 9年5月
2)「フロ」は「フロイン」の略、オーストリアの貨幣単位：
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は、
1) これまでは海上輸送で輸出港まで運送されており、工場立地は海岸部に限定されていた。
「松本・諏訪」地方と東海道線とを結ぶ中央鉄道が開通したため、横浜、あるいは神戸まで運送す
る手段が確保でき、生産の拠点を内陸部にもうけることになった。
2)農家の副業としては、普通の製品よりエ賃安くつくので製作を依頼したことであるが、技術
が未熟であるので、品質に統一がとれないことがあった。
3) このような理由で「東海道御殿場、小山、佐野、三島、沼津、富士郡一円、静岡県志太郡、
遠州小笠郡ノ各地二於テ、信州ヨリ職工ヲ雇移入レ、苦心ノ結果、一般二製造スルニ至レ」という
生産を拡大する状況にあった20¥
この製作品は［表J2. に見るように、農民間では製作技術の異なる竹細工（竹帽子，傘骨，竹
箸など）を生み出していたのである。
また『各府県重要商品調査報告』静岡県では、
「沿革ヲ詳ニセスト雖トモ静岡市二接近セル安倍郡池ヶ谷、南、有永、羽高、北、東ノ六ケ村
（現今合シテ麻織村卜称ス）ハ、古来淡竹ノ産地ニシテ、其性質良好ナルヲ以テ、各種ノ竹細エニ
利用セラレタルカ如シ」とあり、この地域の竹が古くから生育していたことを示している。それに
関連し、つぎのような記事を掲げているが、
(1) 竹編笠ハ宝暦年間（筆者註、 1751~63) 旧徳川氏駿府城代附草深同心力当時江戸二於テ流
行セシ籐編笠ヲ模シテ製造シタルニ起因シ、
(2)虫籠ハ万延年間（筆者註、 1860)始メテ製造セラレ、
(3)竹製千筋菓子籠ハ明治7 (筆者註、 1874)年中ノ創製二係レリ、
とあるのは、伝聞資料によるもので、記述には誤りがみられるのは、上記の通りである21)0 
大分県（別府） 簾• 箕・ 笠などを製作しているが、名称には「竹」を付してはいないが、統計
で見る限り竹には関心はなかったようである。製作品は農家の日用品に限られ移出あるいは輸出を
目的にはせず、周辺地域への需用をみたしていたらしい。数量的には多量であるので他の地域への
移出とも見られるが、九州一円の需要はあったものとみられる。ただ海路で阪神地方へ輸送するの
は竹材であるが、この統計にはみることができないし、工芸品としての竹細工は阪神地方のものが
優位にたっていた。
とくに大分の竹細工を育成したのは学校教育の成果によることがあった。明治36(1903)年とい
う時期は、有馬竹細工が、衰退期に入る時期であり、日露戦争の勝利があったけれども、戦後は、
好況・不況が相反する結果を生むにいたった。このとき行政側は、輸出振興策をとり、あるいは補
助金を交付し支えることにした。しかしアメリカがとる輸入防衛策として、明治30(1897)年には
20)大蔵省主税局編『明治三六年外国貿易概覧』大蔵省主税局 明治37年5月
21)『各府県重要商品調査報告』農商務省商務局 明治45年3月 423ペー ジ。
［『明治後期産業発達史資料』第636巻 龍渓書舎 2002年9月に収む］
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関税増加策をとることになる。このような体制から輸出増大を願うことであった。また重要輸出
品、重要輸出エ産品を指定し、輸出振興することになるが、竹細工もこの中に参入されている22)0 
大分県の報告でもすべての竹細工は国内向であり、需給関係の拡大を期待できず、将来の見込み
は悲観的であった。現地での加工の必要にせまられ、ここではようやく現地の竹を利用して、それ
に加工することを目標にしていた。そのためには竹材業者を招聘して、現地で加工することに予定
したのであった23¥
竹製品及竹材ハ、将来有望ノ輸出品ニシテ、本県ハ各地至ル処竹材ヲ生産セサルハナク、其原
料ノ豊富ナル殆ント無尽蔵卜言フベシ、明治二十七、八年ノ交始メテ、神戸商人ノ手ヲ経テ、
竹材ヲ生産セサルハナク、漸次其輸出額ヲ増加シ、明治三十三年以降益々輸出上進ノ趨勢ヲ呈
シ、一咋三十七年二於テハ、其生産十四万五千円二及ヘリ、而シテ竹製品ハ当業者一般手芸幼
稗ナルト、未夕海外ノ事情二通セサルカ為メ、其製品執レモ内地向ニシテ、海外輸出向ノモノ
ヲ生産スルニ至ラス、随テ生産額僅ニニ万円内外二過キサルノ状況ナリトス、亦竹材ハ内地ノ
需要トシテ、尺器ノ原料二供スル目的ヲ以テ大阪神戸地方二多大ノ輸出ヲ見ルニ至レリト言フ
竹材は豊富に存在し、そのまま移出されるけれども、何分付加価値が付くことはない。これだけ
では収入も少ないため、加工したいが、加工技術が伝播されないし、その製品を輸送するにも、輸
送手段が十分に機能しないのである。そのためには、いままでそれ以上の技術をもち、製品を作り
上げていた地域の人を招聘、道具を取り寄せるか、購入せねばならない。
このように各地における竹細工の生産は農家の副業として輸出産業の一端を、担うことになった
のである。このことにより安価ではあるが、製品としては統一がなく粗製乱造に域から抜け出すこ
とができなかったのである。
別府竹細工は、資料の上からは特定できないのは、その竹技術が有馬から伝播したものである。
『府県物産志』では、［表J1. にみるごとく竹細工の製作は、この当時の調査では、まだしも農家
の家内工房の段階であったことで、竹材だけは採取し精製して移出していた。このため「豊後竹
（大分県）」「輸出ノ種類ハ不相変豊後竹」「本品ノ原料ハ重二豊後産」と神戸の調査にみるように、
原材料を大分県の竹材に依存していて、あくまでも原料竹の生育地であった24¥
明治後期には「本品産地ハ江州水口、神戸、有馬、京都、伊賀上野等」であり、これらの産地
は、あえて従来とは変わるところがないとの貿易面から見ての見解であった25¥
22)段上達雄「竹細工の大分」『竹と民具」日本民具学会編 雄山閣 1991年10月
23)農商務省編『各府県輸出重要品調査報告」農商務省商工局 明治41年12月 178ペー ジ。
［『明治後期産業発達史資料』第184巻 龍淫書舎 1994年3月に収む］
24)大蔵省主税局編『各年度外国貿易概覧」大蔵省主税局 各年度 出典は省略するが、枚挙に暇あら
ず。
25)大蔵省主税局編『明治四一年外国貿易概覧」大蔵省主税局 明治42年6月
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5 . 海外への技術移転
海外への技術移転は、どのように行われたのであろうか。海外において技術と資材を持たないと
き、まず原材料を輸入し、また技術者を日本から招聘するか、在地の技術者に依存して製作しなけ
ればならないことである。
メキシコでは「今ヨリ六年前（註筆者、明治29年のこと）当市二米人商会「ワルツ」ナルモノア
リテ、日本雑貨ヲ米国加州桑港ヨリ取寄セ販売シ、傍ラ当国皮細工品ヲ取扱ヒ、且ツ日本人土屋某
ヲ職エトシ雇入レ、竹細工製造販売ヲ初メタリ、此レ当国二於ケル其濫触ナリトス」とあるよう
に、メキシコヘの移民がまさに始まろうとするとき、日本人を雇い竹細工の製作を開始している。
その過程で明治30(1897)年 9月の榎本殖民地（タパチュラ、グアテマラとの国境付近）から逃亡
者がメキシコ市にまで徒歩で逃げてきたのを市内に滞在させて置くため仕事として竹細工を習得さ
せることで一時的に働かしている。このように当時は竹細工が東京からの輸入品として、竹材が輸
入されていたこと、それを業者が人を雇って細工をさせていたことが伺うことができる26¥
ちなみに竹細工の関税は、
竹細エー基二付墨貨弐拾五銭 竹材一封度二付墨貨十銭
と記載している。続いて竹細工販売の将来性についてメキシコ府総領事館報告は、つぎのように述
べている。
横浜二於ケル竹材ノ価格ハ、中竹六尺モノニシテ、荷造費及汽船持込ノ雑費ヲ加算シテ、普通
百本二付金二円五十銭内外ニシテ、桑港二於テハ、之ヲ米貨三弗五十仙二売捌キツヽアリト云
フ、現今「ウオルツ」商会二於テ製作スル注文品ノ種類ハ、重二室内装飾品、寺院用肘台、針
仕事用椅子井二卓子、食堂用、側棚、棚類、食卓、簾、楽譜入、書箱等ニシテ、室内装飾品即
椅子類一組（肘付大椅子二個、肘ナシ小椅子三個、長椅子一個、船底椅子一個、卓子一個、足
置キー個ヲ以テー組トス）ノ売価ハ、墨貨百五十弗乃至二百弗ニシテ、普通小椅子一個ノ価ハ
墨貨十五弗内外ナリ、而シテ其製造費ハ、原料一切井ニエ費ヲ加ヘテ、墨貨五弗五十銭二過ギ
ズト云ヘバ、其純益ハ殆卜製造費ノニ倍二相当スベシ、「ウオルツ」商会ハ、其原料ヲ本邦二
仰ギ、加フルニ若シ墨国人ヲシテ、将来其製作二従事セシムル事ヲ得バ、独リ製造費用ヲ減ズ
ルノミナラズ、彼我ノ便益鞘カラズトシ、夙二絃二着目シ、桑港ヨリ本邦職工ヲ雇聘シタル当
時、大工職工ヲ選択シ、之ヲ習得セシメントノ考案ヲ有シ、日給五十銭ヲ給シニ名迄モ実験セ
26)角山幸洋『榎本武揚とメキシコ殖民移住J同文館 昭和61年12月
「墨西班二於ケル竹細エニ関スル報告」明治35年9月在墨府海外実業練習生森淳一報告
［『農商務省商工局臨時報告』明治35年第8冊明治35年12月 21ペー ジ。J
「墨府二於ケル本邦竹細工ノ需要」（明治29年3月7日）『通商彙纂』第39号 明治29年4月 39~42 
ペー ジ。
［『領事報告資料収録目録』雄松堂フイルム出版 昭和58年10月に収む］
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シメシモ、元来当国人ノ忍耐二乏シキト、其性質ノ不奇用ナリトハ到底成効ノ見込ナク、今ハ
終二之ヲ断念セリト云フ
以上ノ如キ景況ニシテ、「ウオルツ」商会ノ竹細工試売ハ、当府二於テハ、僅二半歳ナレトモ、
目下平均ーケ月ノ販売高墨貨六百弗乃至八百弗ニシテ、注文絶間ナキ実況ナレバ、其原料ヲ直
輸入シ一段ノ廉価ヲ以テ顧客ノ望二応ゼンニハ、将来一廉ノ売品タル地位ヲ、当国市場ハ勿論
中央及南米諸国二迄占ムルニ至ルハ、敢テ疑ナキモノ、如シ
つまり原材料は、横浜から輸入すること、労働者（職エ）は日本人の大工職工をサンフランシス
コからメキシコに招聘し、現地の人に習得することにしたが、何分とも現地の人は、不器用で、忍
耐に乏しいことであった。しかし売れ行きは良好で、注文が続々とくるようなので、将来が期待で
きると述べている。
その経過をみるに、実業練習生大平慶告太郎は、明治39(1906)年に、以下のように報告してい
る。日本人の竹細工業として容易に技術移転できること、安価の資本で営業できること、メキシコ
人に適する嗜好品であること、など興味のある収益事業で、比較的安定した事業であり、中南米で
はこのことは当然のこと有馬から別府への道筋とも関連することになり、輸出にも関連することで
ある27¥
今ヲ距ル八九ヶ年前二、当市二於テ竹細工業二従事セルハ、只ーノ米人「ワルツ」商人ノミニ
シテ、独リ其利益ヲ聾断セシカ、次二仏人某氏又輸入ヲ試ミ、後日本職工ヲ雇ヒテ、自家製造
販売業ヲ営ミ、日月ヲ経過スルニ従ヒ、此業益々有望進運ノ域二達シ、年々其需用ハ供給二超
過スルノ有様トナリシカハ、以前日本人土屋某ナルモノ「ワルツ」商会二雇傭中多額ノ貯金ヲ
得タリシヲ以テ、雇主ヲ辞シ同胞人矢倉某氏卜共同組合製造業ヲ始メ、「ワルツ」商会二卸売
シタリ後、是ハ両人ノ間二衝突起リ、分離シ土屋某ハ渡来ノ兄弟卜協カシ、製造販売二務メ、
絃二右二商店卜烈シキ競争始マリ、遂二土屋某ハ勝ヲ制シ、他二外人商店ハ竹細工業ヲ廃止ス
ルノ已ムヲ得サルコトヽナリ、同時二嚢二仏人方二雇傭セラレ居タル邦人南方某ハ、去ッテZ
ワダハラ町二行キ、独立此業二従事スルニ至リ、其他ノ日本工人ハ、悉ク土屋某ノ営メル「ク
リサンテマ」店二雇傭セラレ、絃二此業卜製造販売家ハ当市二於テ唯一トナリタレハ、大二業
務ヲ拡張シ以テ顧客ノ需用二応シ来リシカ、近時二至リ、先二同店ノエ人タリシ、外岡某及比
留間某モ亦独立スルニ至リ、遂二又日本人ノ三商店トナリ、互二其業務ヲ励ミ、斯クノ如ク其
販売者製造ノ増加セシニモ拘ハラス、顧客ノ需用二供給シ、能ハサルノ盛況ヲ呈セリ、蓋シ此
細工品ハ、日本雑貨品中最モ当地人ノ趣好二適シタルー雑貨ニシテ、広告其他ノ方法二依リ、
漸ク当市以外ノ田舎在住ノ者等ノ間二声価ヲ得、従テ夫等ノ注文非常二増加シ来リ、近時二至
テハ小ハ杖ヲ初メ日本風家屋ノ室内装飾用トシテ、顧客ヨリ注文シ来ルニ至レリ
と、竹を巡って抗争があったことが明らかであるが、そこには、いままで存在しなかった竹細工の
27)「（明治） 39年3月在墨国海外実業練習生大平慶告太郎報」『重要輸出エ産品要覧』後編 農商務省商
工局明治41年 964~965ページ。
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事業の業界を握ることの是非があった。また榎本殖民地から逃亡してきた人物を、臨時にタパチュ
ラ（榎本殖民地）まで送り届けるまでの間、一時凌ぎの仕事として竹細工の助手作業に従事させて
いる。これなど仕事の習熟度は、メキシコ人と比較して日本人に適する仕事であったとみられる。
また「グアテマラ実見談」に日本人の成功例を挙げ、国外への「竹の伝播」を技術移転としての
成果をつぎのように述べている28)、
グアテマラニ居留シテ居ル亜米利加人力、桑港カラ雇入レテ「ボーイ」二使ッテ居タソウテス
カ、一昨年ノ十月（論者註、明治26年）頃カラ三四月ノ間辛棒シテ給金ヲ溜メマシテソレヲ資
本ニーノ竹細工店ヲ開キマシタ、グアテマラ国ニハ竹力出来マスカラ夫ヲヤスク買ッテ、夫カ
ラグアテマラ市二雑貨店ヲ開テ居ル支那人カラ、茶箱ノ空殻ヲ貰ッテ来マシテ、其空殻卜竹卜
ヲ組合セテ竹細工ヲ栴ヘテ、市二出シマシタ、（論者註、茶箱蔑套力）スルト、元来企業心二
乏シヒノト労力者ノ足リナヒ国柄テアリマスカラ、竹細エノ様ナモノサヘ土人力招ヘルコトカ
出来ナイカラ、是マデ貴イ運賃卜関税ヲ払ッテ外国カラ輸入センケレハナラヌコトテスカラ、
ナカナカ中等以下ノ人ナトノ求メルコトカ出来ナカッタ処へ日本人力、竹ヤ椅子ヤ棚ヤ箱ヤ
種々雑多ノ必要道具ヲ栴ヘテ売リマス、価モ我々カノ絶ヘヌト云フ有様テアリマシテ、一日ノ
売高力六十弗以上二昇リ、僅力四五ケ月ノ内二万二近キ金ヲ、儲ケタト云フコトテ御座イマ
ス、
と帰朝講演で明らかにしている。日本人にとって活躍するべき仕事の場でもあり、生来のもつ器用
さと技術によっては習得しやすい竹細工であった。
これらのことから竹細工の技法がたやすく各地へ伝播することになり、外国の例をあげるまでも
なく、内地でも同様な現象が起こったが、単に有馬と駿河のみの竹細工ではなく、各地へ輸出され
るが、これらの竹細工を通じて技術を学び盛んに習得するようになったのは事実である。
6. 博覧会への出品
ここでは、作者をあげてその作品を賞賛することが目的ではなく、その地域における代表的な作
家が地域の製作品の水準を向上させ、製作水準の向上を目指して作家の技術保存と後身者の育成に
何らかの指導力が発揮されるのである。そこにウイーン万国博覧会に出品した在地の閑居清右衛門
を挙げることができる。
ウイーン万国博覧会には「日本へ出タル賞典ノ数」には、有馬竹細工の受賞者に、つぎの人たち
が挙げられている29)0 
第八区
28)「グアテマラ実見録」『殖民協会報告」第22号 明治28年1月 1~16ページ。
［「グアテマラの染織ーマヤ文明後継者の生活一』関西大学出版部 平成16年11月 306~318ページ］
29)『太政類典』第2編第172巻第2編第3類産業21展覧場4
「澳国博覧会賞牌配興ノ儀式」
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有馬竹細工の盛衰（補遺）（角山）
有功賞牌
同
有馬竹細工
同
とあり、その他竹細工の受賞者をあげるならば、
表章 竹細工
有功賞牌 竹網代細工
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閑居清右衛門
中村長次郎
?
竹ノ指物
山口県
静岡県
東京村瀬喜三郎
が受賞している。これらに対応する出品物は出品種別第8区竹木製品に含まれている。
また内国勧業博覧会には、閑居の関係者（卯兵衛）の名前が挙がっているが本人であろうか。ま
た前者は雅号で表されていると推定される。さらに『第2回内国勧業博覧会審査標語・賞牌褒状授
与人名録』には30)、
花紋竹藍提匝故紙籠摂津国有馬郡湯山町
細竹ヲ磨聘編綴スル尤精良ナリ其業二勉ムルヲ観ル
また『第2回内国勧業博覧会出品目録』には、
△菓子器（三）竹八ッ割 摂津国有馬郡湯山町
伊藤庄左衛門出品工人
閑居卯兵衛
閑居卯兵衛
また明治 9 (1876)年フィラデルフィア万国博覧会に有馬人閑居清右衛門があげられるが、それ
が僅かな有馬竹細工（籠、藍など）の仕事であり海外への出品であった。明治11(1878)年、明治
22 (1889)年のパリ万国博覧会にも出品されてしないし賞牌も授与されていない31)。このアメリカ
に対しては、勢力的に有馬竹細工を紹介することにしていたようで、彼のほかに、東京、静岡から
きりゅう
も出品され、それに起立工商会社も外国貿易に力を入れていた。
その後、内国勧業博覧会に出品を見ることはなく、また工芸作家に輩出することもなく現在にい
たっている。ただ兵庫県の特産品には、
三田鈴鹿竹器（三田市鈴鹿竹器組合）
があり、起源については文献には見られないものの、明治以後に起こった有馬竹細工の系統を引く
30)『明治十年内国勧業博覧会審査標語』博覧会事務局 明治10(1877)年
［『明治前期産業発達史資料』勧業博覧会資料102 明治文献 昭和50年11月に収む］
『第1回内国勧業博覧会賞牌授与人名録」博覧会事務局 明治10(1877)年
［『明治前期産業発達史資料』勧業博覧会資料189 明治文献 昭和50年10月に収む］
『第2回内国勧業博覧会出品目録」博覧会事務局 明治14(1881)年
［『明治前期産業発達史資料』勧業博覧会資料165 明治文献 昭和50年5月に収む］
31)『米国博覧会報告書』日本出品目録第二 米国博覧会事務局編 明治10(1877)年［東京国立文化
財研究所美術部編『明治期万国博覧会美術品出品目録」中央公論美術出版 平成9年5月 216ペー ジ。］
第二百八十九小区 木工及ヒ藍工
第二百三十一号兵庫県
有馬竹藍細工（閑居清右衛門、其外製品）、各種盆（十四組）、藍十二組(+九個トニ十組）、編紋見本
（十枚）、提藍（四組卜十個）
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332 関西大学『経済論集』第55巻第2号 (2005年9月）
ものではないか。
また兵庫県指定有形文化財に指定されているものに、
有馬筆（書画用）技術 ［有馬筆（書画用）技術保存会 神戸市有馬町1091-2]
指定月日 昭和58年 3月29日
があるのは周知の事実ではあるが、同じ有馬の竹細工であるので、ここに掲げておくことにする。
7. むすび
この論考は、最初は大正期に書かれた『副業参考資料 竹製品二関スル調査』を読了したときか
ら始まった。このなかに書かれているのは、その時期（内容は大正期のみを記述）の農家の副業の
実態調査を報告書に現している。内容は生産統計、実態調査に於いて、大正期の調査を明らかにし
ているのであるが、そこには明治期の実情が明らかに脱落している。つまり竹細工は明治期の存在
を明らかにしなければ調査の意義はあり得ないのであり、明治期を抜いて、すぐに大正期にいたる
ことはない。ここで明治期の有馬竹細工との題目での考察を進めたのは、そのことを穴埋めにする
ためでもあった。
ところが大正期にはいると、釣竿．晒竹のほか、屏風なども隆盛を誇ったが、いずれもが国外か
ら「粗製乱造の声」が日本へ伝わり、製造に注意を促すけれども改革はなされず輸出産業としては
次第に衰退をみるにいたった32¥
そのため輸出不振となると国内向に矛先を転向することになるが、消費指向が相違していたので
変更することは難しく、竹細工の形態・品質・販売方法の変更を余儀なくし、売れ行き不振で廃業
せざるを得なくなった。そのため労働者は職を失い転職を余儀なくせられた。竹原料は国内外用と
して受け入れられていた関係と、同業者としての温泉事業から、選択されたのが大分（別府）で、
神戸から失業する竹細工の経験労働者は居を移して、これから竹細工を始めようとする別府工業徒
弟学校（現、大分県立大分工業高等学校）が別府、浜脇町に設立されるなどの準備に従事すること
になる。なおこれらは大分のことであり、本文の趣旨から外れるので概括的に述べたに過ぎない3¥
32)神戸市編『神戸市史』本編各説神戸市役所大正13年6月 532~533ページ。
第10編勧業竹材製品と屏風
33)現在では「別府竹細工」として経産省から、伝統的産業法により指定をうけている。「別府竹製品協
同組合」が、昭和54年8月3日に指定。伝統工芸士18名。
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